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はたして人間は本当に公平で偏見なく罪を裁けているのでしょうか？
人間は，尋ね方しだいでは見たこともない他人でさえ犯人に違いないと証言してしまう生き
物です。まったく身に覚えのないことですら，強圧的な取調べでは自らの罪だと「自白」し

てしまいます。だれもが裁判員になりうる今，科学的に公正な司法の実現に向けて，人間の心理に対す
る理解が求められることは間違いありません。
　裁判の場面だけでなく，被害者ケアや加害者の理解・更生にも心理臨床的なアプローチは欠かせませ
ん。また，人間の心理について知ることは，悪質商法などから身を守るのにも役立ちます。罪を犯すの
も，裁くのも人間である以上，法学と心理学の協働は宿命ともいえるのです。
　本書では，私たちの日常に生きる「法と心理学」について，法学と心理学の大家がわかりやすく解説
します。実験と臨床という心理学的な軸と，民事と刑事という法学的な軸からの体系的な解説で満足い
ただけること請け合いです。法学と心理学を架橋する，有斐閣ならではの 1冊です。（渡辺）
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